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効率が向上した。またエネルギーの時間発展が 5 桁まで保存した。 
散逸を伴う準地衡風球渦モデルでは、直接数値計算法である CASL 法の
結果からごく弱いエンストロフィー散逸条件と合体ルールを仮定した。
エネルギー・エンストロフィー・渦数はある時間領域でべき乗則に従い
減少した。この時間領域以降では、渦分布は非散逸系でみられる熱平衡
分布とは異なり、渦パッチ（一様渦度領域）の形成を示した。 
 
